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病院機能評価認定病院
地域がん診療連携拠点病院 地域医療支援病院

臨床研修病院
〈健 康が 一 番〉

・�病院長と話そう

・骨密度測定（当日抽選）

・�AED（自動体外式除細動器）
体験

・施設見学ツアー

・各種体験

・キッズコーナー

・チャリティー演奏会

・地震体験車による体験

・バザー

・小学生の合唱

・パネル展示など

お近くの開業医による “かかりつけ医” を持ちましょう。 当院の外来診療は、他院からの紹介と予約を原則とさせていただいております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ先：蘂295-1611　平日8：30〜17：00

市
民
健
康
講
座
の
ご
案
内

　

長
野
市
民
病
院
で
は
、
地

域
の
み
な
さ
ま
の
医
療
知
識

向
上
と
健
康
増
進
の
た
め
、

「
市
民
健
康
講
座
」
と
題
し

年
数
回
、
公
開
講
演
会
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
17
年
１
月
よ
り
開
始

し
、
回
を
重
ね
今
年
３
月
５

日
（
土
）
の
開
催
で
11
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　

院
内
外
の
講
師
に
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
診
療
分
野
、
疾

患
を
テ
ー
マ
と
し
て
取

り
上
げ
て
い
ま
す
。
特

に
、
当
院
の
「
が
ん
診

療
連
携
拠
点
病
院
」
と

し
て
の
経
験
か
ら
、
が

ん
に
関
す
る
講
演
は
み

な
さ
ま
よ
り
大
変
好
評

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

次
回
の
第
12
回
市
民

健
康
講
座
は
、
６
月
４

日
（
土
）
長
野
市
民
病

院
ふ
れ
愛
デ
ー
の
中
で

で
行
い
ま
す
。

（
く
わ
し
く
は
下
記
の
記
事

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

長
野
市
民
病
院
は
こ
れ
か

ら
も
地
域
の
み
な
さ
ま
に
開

か
れ
た
病
院
づ
く
り
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
健
康
講
座
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ

長
野
市
民
病
院　

事
務
局　

０
２
６
－
２
９
５
－
１
１
９
９

回覧

第５回 長野市民病院ふれ愛デー
　　　　　　（病院祭）

申込不要

入場無料

★画家　原田泰治さんによる講演

★第12回市民健康講座
　　第1部　市民公開講演会

　　　　「メタボの次はロコモ！！ ─健康寿命を延ばすカギ─」

　　　　　　　【講師】長野市民病院　リハビリテーション科部長　南澤　育雄
　　第2部　がん診療公開講座

　　　　「緩和ケアについて ─どんな効果があるの？─」

　　　　　　　【講師】長野市民病院　緩和ケア内科科長　大道　雅英

日時　平成23年６月４日㈯　9：30〜15：00（開場9：00）

場所　長野市民病院

講演

各種イベント
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健康講座 過去のテーマ

　

平
成
23
年
4
月
1
日
付
で

着
任
し
た
医
師
は
次
の
と
お

り
で
す
。

医
師
異
動
の
お
知
ら
せ

大
塚
　
明
弘

　
　（
耳
鼻
い
ん
こ
う
科
科
長
）

長
屋
　
匡
信

　
　（
消
化
器
内
科
医
長
）

渡
部
　
理
恵

　
　（
神
経
内
科
医
師
）

海
口
　
陽
子

　
　（
呼
吸
器
内
科
医
師
）

神
保
　
陽
子

　
　（
消
化
器
内
科
医
師
）

竹
前
　
宏
昭

　
　（
腎
臓
内
科
医
師
）

所
　
博
和

　
　（
放
射
線
診
断
科
医
師
）

平
林
　
高
暢

　
　（�

麻
酔
科
医
師
兼
手
術

セ
ン
タ
ー
医
師
）

五
十
嵐 

由
希
子

　
　（�

麻
酔
科
医
師
兼
手
術

セ
ン
タ
ー
医
師
）

松
本
　
剛

　
　（
救
急
科
医
師
）

吉
澤
　
一
貴

　
　（
外
科
医
師
）

枝
光
　
智
大

　
　（
臨
床
研
修
医
）

面
髙
　
俊
和

　
　（
臨
床
研
修
医
）

倉
石
　
康
弘

　
　（
臨
床
研
修
医
）

平
田
　
陽
祐

　
　（
臨
床
研
修
医
）

森
　
幸
太
郎

　
　（
臨
床
研
修
医
）

加
藤
　
あ
か
ね

　
　（
臨
床
研
修
医
）

大
學
　
愛
子

　
　（
臨
床
研
修
医
）
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歯
周
病
は
、
歯
周
病
菌
に

よ
っ
て
歯
ぐ
き
や
歯
を
支
え

る
歯
槽
骨
に
炎
症
が
お
き
る

病
気
で
す
。
最
近
に
な
っ
て

糖
尿
病
・
動
脈
硬
化
・
心
筋

梗
塞
・
脳
梗
塞
な
ど
に
与
え

る
歯
周
病
の
影
響
に
つ
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
事
実
が
明
ら
か

に
さ
れ
、
医
療
現
場
で
歯
周

病
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
大
切
さ

が
再
認
識
さ
れ
て
き
て
い
る

と
い
い
ま
す
。
今
回
は
、
歯

周
病
と
認
知
症
と
の
意
外
な

関
係
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

し
ま
す
。

　

認
知
症
に
は
脳
血
管
性
と

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
性
が
あ
っ

て
、
こ
の
ど
ち
ら
に
も
歯
周

病
が
関
係
し
て
い
ま
す
。
脳

血
管
性
認
知
症
は
、
脳
梗
塞

や
脳
出
血
に
よ
っ
て
脳
細
胞

が
傷
害
さ
れ
て
お
き
る
病
気

で
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
喫

煙
な
ど
が
こ
の
病
気
の
危
険

因
子
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

歯
周
病
は
動
脈
硬
化
を
お

こ
し
、
血
栓
形
成
の
原
因
に

な
り
ま
す
。
そ
の
仕
組

み
は
、
歯
周
病
菌
が
産

生
す
る
リ
ポ
多
糖
な
ど

の
毒
素
が
、
好
中
球
や

マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
と
い

っ
た
免
疫
細
胞
に
取
り

込
ま
れ
て
血
液
に
の
っ

て
ば
ら
ま
か
れ
、
血
管

内
で
炎
症
性
細
胞
が
増

加
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

炎
症
性
細
胞
が
産
生
す
る
Ｐ

Ｇ
―Ｅ
２
、
Ｉ
Ｌ
―１
、
Ｔ
Ｎ

Ｆ
―α
な
ど
の
炎
症
性
物
質

が
血
管
の
内
皮
細
胞
や
平
滑

筋
に
作
用
し
て
、
血
管
壁
の

増
殖
・
脂
肪
変
性
・
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
の
沈
着
・
血
栓
形

成
に
関
与
す
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
冠

動
脈
と
い
う
心
臓
の
血
管
で

お
こ
る
と
狭
心
症
や
心
筋
梗

塞
に
な
り
、
脳
へ
行
く
血
管

で
お
こ
る
と
脳
梗
塞
を
引
き

お
こ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

歯
周
病
の
治
療
に
よ
っ
て
動

脈
硬
化
が
改
善
す
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
歯
周
病
治
療
は
、
狭
心

症
や
心
筋
梗
塞
・
脳
梗
塞
な

ど
の
死
に
直
結
す
る
病
気
を

予
防
し
た
り
改
善
さ
せ
る
大

き
な
助
け
に
な
り
、
脳
梗
塞

に
よ
る
認
知
症
の
リ
ス
ク
も

減
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
は
、
認
知
症
の
中
で
は
最

も
多
い
病
気
で
す
。
原
因
は

他職種の採用については、当院ホームページをご覧ください。

歯周病と認知症の
かかわりについて

不
明
で
す
が
、
ア
ミ
ロ
イ
ド

β
と
タ
ウ
と
い
う
蛋
白
質
が

脳
に
沈
着
し
脳
細
胞
が
次
第

に
減
っ
て
ゆ
く
の
が
特
徴

で
、
歯
の
本
数
が
少
な
い
人

ほ
ど
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

認
知
症
に
か
か
り
や
す
い
傾

向
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
理
由
は
、
た
く
さ

ん
の
歯
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ

て
食
物
を
よ
く
噛
む
こ
と
が

で
き
、
噛
む
こ
と
が
脳
を
活

性
化
さ
せ
、
脳
細
胞
の
減
少

を
く
い
止
め
て
、
認
知
症
を

防
ぐ
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
す
。
歯
周
病

の
予
防
や
治
療
に
よ
っ
て
歯

が
失
わ
れ
て
い
く
の
を
防
ぐ

こ
と
は
、
認
知
症
予
防
に
大

切
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
口

の
健
康
が
全
身
の
健
康
維
持

に
つ
な
が
る
と
い
う
の
は
、

よ
く
食
べ
ら
れ
て
栄
養
が
行

き
渡
る
と
い
う
意
味
だ
け
で

な
く
、
歯
周
病
予
防
や
噛
む

と
い
う
行
為
は
、
全
身
の
病

気
を
予
防
し
健
康
を
維
持
す

る
上
で
と
て
も
大
き
な
役
割

を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
歯
科
・
歯
科
口
腔
外
科

　
　
部
長
　
田
村
　
稔

上記以外及び夏休み期間中の見学、インターン
シップをご希望の方は、電話・メールにてご相談
ください。

採　用　情　報


